
おもな内容
ふれあい説明会………………………………
ふるさと納税制度が始まりました…………
長寿医療制度・国民健康保険のお知らせ…
米子市秋の文化祭……………………………
情報クローズアップ…………………………
幸せな社会づくりをめざして………………
くらしの情報…………………………………
みんなの健康…………………………………
施設の催し……………………………………

P２
P４
P５
P６
P７
P10
P11
P16
P18

８
2008年（平成20年）８月　No.41

７月13日（日）に開催された「第40回米子市民レガッタ」　渾
こんしん

身の力をふりしぼるクルー（湊山公園）

『錦海体験！再発見 !!』



　米子市では、市民の皆さんに市の制度や事業などへの理解を深めていただくために、出張説明「ふれあい説明会」
を実施しています ｡ 市政について聞きたいことや知りたいことを、職員が出向いて説明をします ｡
　自治会、団体、グループなどの研修会をはじめ、中学生、高校生の皆さんからの要望にもお答えします。たくさ
んのお申し込みをお待ちしています ｡

■ 申込・問い合わせ　秘書広報課（☎２２－５０４２）

テ ー マ 内 容 担 当 課

行財政 米子市の財政事情 予算の内容や決算から見る米子市の台所状況 財 政 課

米子市の行財政改革 米子市行財政改革大綱・実施計画（平成17～21年度）の取組状況 行 政 経 営 課

米子市の行政評価 米子市の行政評価制度の概要、事務事業評価の結果 総 合 政 策 課

市税アラカルト 市税のすべてがわかります・・・市税のしくみやこれからの見通し 課 税 課

情報公開制度 情報公開制度のしくみや利用の方法 総 務 管 財 課

人権 米子市の人権施策 「米子市人権施策基本方針・推進プラン」に沿った人権施策の方向
性や重要性、人権問題の課題解決に向けた取組み 人 権 政 策 課

米子市の人権教育 「米子市人権教育推進プラン」をもとにした人権問題解決に向けた
取組み 人 権 政 策 課

男女共同参画社会 男女共同参画社会と米子市の施策展開 男女共同参画推進課

個人情報保護制度 米子市が保有する個人情報の保護のしくみ 総 務 管 財 課

生活・
環境

ごみの分別収集 「混ぜればごみ、分ければ資源」・・・分別収集施策の説明、分別方
法の説明など 環 境 政 策 課

アジェンダ 21 よなご 地球環境は足元から・・・21 世紀に向けた具体的取組み 環 境 政 策 課
循環型社会を構築する
ために

地球環境問題の現状・ごみ分別の仕方・環境家計簿の記入の仕方・
米子市の環境施策など 環 境 政 策 課

家庭でできる生活排水
対策

守ろう豊かな水辺や川や湖・・・市の生活排水対策や、家庭ででき
る排水対策 環 境 政 策 課

下水道事業の概要など 「やさしさと自然を結ぶ下水道」・・・下水道事業全般の説明 下 水 道 整 備 課
米子市水道ビジョン・
米子市水道事業基本計画

平成29年度までの水道事業の運営に関する方向性と施策推進の基
本的な考え方 水 道 局 計 画 課

都市公園の利用 公園利用の仕方、手続、注意事項など 維 持 管 理 課

まち
づくり

米子市いきいきプラン 市政運営の指針、新米子市総合計画（米子いきいきプラン）のあら
まし 総 合 政 策 課

中心市街地の活性化 中心市街地の現状と課題、まちづくり三法のあらまし、米子市の取
組みなど 総 合 政 策 課

協働のまちづくりと市
民自治基本条例

市民も行政も主体となって、みんなが主役で取り組む「協働のまち
づくり」の意味と、「市民自治基本条例」の必要性 協 働 推 進 課

米子市の都市計画 都市計画の土地利用計画制度のしくみと米子市の指定概要 都 市 計 画 課

米子市都市計画マスタープラン まちづくりの方針を定めた米子市の都市計画の総合的な指針 都 市 計 画 課

米子市景観形成条例 米子市景観形成条例のあらましと景観形成の米子市独自の取組み 都 市 計 画 課
伯耆の国よなご文化創
造計画

「新市まちづくり計画」の重点プロジェクト、新米子市総合計画に位
置付けられた「伯耆の国よなご文化創造計画」の基本計画の説明 文 化 課

産業 市民農園 市民農園の概要と開設の方法 農 林 課

農用地の利用権設定 安定的な農業経営、農用地の利用集積の手順（農地所有者向けの説明です） 農 林 課

認定農業者制度 応援します！がんばる農業者・・・認定農業者制度のあらましと米
子市の状況 農 林 課

米子市の観光 米子市の観光行政と観光イベント 観 光 課



◆参加者が15人以上の自治会、団体、グループの研修会などに出向きます ｡
　説明にかかる時間は 50～90 分程度です。
◆日程調整が必要ですので、希望日の２週間前までにお申し込みください。
◆平日・休日、夜間も出向きます。（中高生の場合は午後５時までに終了します）
◆説明する会場は、主催者の方で確保、運営をお願いします。

テ ー マ 内　　　　容 担 当 課

健康・
福祉

国民健康保険のしくみ 国民健康保険の目的、しくみ、現状 保 険 年 金 課

長寿医療制度
（後期高齢者医療制度）

平成20年４月に創設された長寿医療制度（後期高齢者医療制度）の
創設の趣旨、目的、しくみなど 保 険 年 金 課

国民年金 国民年金のあらまし、各種手続の仕方など 保 険 年 金 課

米子市の保健事業 みんなそろって元気組・・・母子保健・成人保健事業の内容 健 康 対 策 課

高齢者福祉と介護保険 住みなれた地域で自立して生活するために・・・福祉サービスの利
用方法、制度のあらまし 長 寿 社 会 課

介護予防のさまざまな
サービス

住みなれた地域で自立して生活するために・・介護予防への取組み
やサービスの利用方法 長 寿 社 会 課

成年後見制度と権利擁
護

住みなれた地域で自立して生活するために・・今後、判断力がにぶっ
てきたときに、安心して暮らしていくためのサービスやその利用方法 長 寿 社 会 課

子育て支援 米子市の子育て支援施策の説明 児 童 家 庭 課

乳がん自己触診のす
すめ

乳がんの早期発見・早期治療のため、乳がんの自己触診の方法を学
びましょう。実際のやり方を教示します。 健 康 対 策 課

障がい者施策 障がいのある人たちの自立と社会参加に向けて・・・米子市の障が
い者施策のあらまし 障がい者支援課

障害者自立支援法 障がいのある人が地域で安心して暮らせる社会の実現をめざす障害
者自立支援法の制度の説明 障がい者支援課

地域福祉計画って何？ 地域づくりはひとづくり・・・新しい福祉コミュニティの創造を目
指して話し合いましょう 福 祉 政 策 室

バリアフリーの建物 公共的施設におけるバリアフリーの設計 建 築 住 宅 課

文化・
国際交流

よなご今昔物語 伯耆の国よなごの古代から現代までの歴史のはなし・・・よなごの
地名由来、竹島渡海など物語各編 文 化 課

米子の史跡 米子を代表する史跡から地域に埋もれている遺跡まで・・・福市遺
跡、妻木晩田遺跡、上淀廃寺跡など 文 化 課

米子の文化財 米子を代表する文化財あれこれ・・・石馬、後藤家等建造物、米子
城鯱など 文 化 課

米子市の国際交流 国際社会の中の "YONAGO" づくり・・・国際交流事業や地域国際化事業 総 合 政 策 課

安心・
安全

自主防災組織 災害に強いまちづくり・・・自主防災組織の必要性とその機能 防 災 安 全 課

米子市安心・安全情報
ネットワーク 「米子市安心・安全情報ネットワーク」のしくみと利用方法 防 災 安 全 課

応急手当 応急手当の重要性と AED（自動体外式除細動器）の使用方法及び
救急車の利用方法 消 防 局 警 防 課

防火・防災研修会 火災時の初期対応や防災活動の実践方法など 消 防 局 警 防 課

住宅防火対策 住宅火災警報器及び消火器をはじめとした防火対策 消 防 局 予 防 課

消費者トラブルにあわ
ないために

振込め詐欺、催眠商法、送りつけ商法、次々販売などさまざまな消
費者トラブルの実態と、被害の防止策 協 働 推 進 課



　

生
ま
れ
育
っ
た
「
ふ
る
さ
と
」

を
応
援
し
た
い
と
い
う
納
税
者
の

思
い
を
実
現
す
る
た
め
、
今
年
か

ら
「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」
が
設

け
ら
れ
ま
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
と
は
、
ふ

る
さ
と
の
自
治
体
に
金
銭
で
の
寄

附
を
し
た
場
合
に
、
そ
の
一
部
（
原

則
と
し
て
寄
附
金
額
か
ら
５
千
円

を
引
い
た
額
）
が
寄
附
者
の
所
得

税
、
個
人
住
民
税
か
ら
控
除
さ
れ

市
外
居
住
の

米
子
市
出
身
者
を

ご
紹
介
く
だ
さ
い
！

　

ふ
る
さ
と
納
税
で
の
寄
附
は
、

米
子
市
の
財
政
に
と
っ
て
、
非

常
に
重
要
で
貴
重
な
収
入
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
米
子
市
出
身

で
、
現
在
は
市
外
に
居
住
し
て

お
ら
れ
る
方
が
対
象
者
で
す
の

で
、
そ
の
方
々
に
制
度
を
知
っ

て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
お
知

り
合
い
、
ご
親
戚
の
方
々
に
対

し
て
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
を
Ｐ

Ｒ
し
て
い
た
だ
い
た
り
、
ま
た

は
市
に
対
象
者
の
ご
住
所
・
お

名
前
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

米
子
市
出
身
の
市
外
居
住
者

を
紹
介
し
て
い
た
だ
け
る
場
合

は
、
市
役
所
総
合
案
内
、
行
政

経
営
課
（
本
庁
舎
３
階
）、
各
公

民
館
に
置
い
て
あ
る
「
紹
介
票
」

に
、
紹
介
者
・
被
紹
介
者
双
方

の
ご
住
所
・
お
名
前
、
両
者
の

ご
関
係
を
ご
記
入
の
上
、
ご
提

出
く
だ
さ
い
。
被
紹
介
者
に
対

し
て
は
、
市
長
名
の
あ
い
さ
つ

文
書
に
、
紹
介
者
か
ら
紹
介
を

受
け
た
旨
を
明
示
し
て
「
ふ
る

さ
と
納
税
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」
を

郵
送
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
紹
介
者
・
被
紹
介
者
双
方

に
「
米
子
市
今
昔
風
景
の
絵
は

が
き
８
枚
セ
ッ
ト
」
を
贈
呈
し

ま
す
。

る（
＝
税
金
が
安
く
な
る
）制
度
で
、

結
果
と
し
て
、
そ
の
控
除
さ
れ
た

部
分
を
ふ
る
さ
と
に
納
税
し
た
の

と
同
じ
効
果
が
生
じ
る
と
い
う
も

の
で
す
。
つ
ま
り
、
５
千
円
の
自

己
負
担
で
、
ふ
る
さ
と
に
は
そ
れ

以
上
の
寄
附
が
で
き
る
、
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
た
だ
し
、
寄
附
金
控
除
に
は
限
度

額
が
あ
り
ま
す
の
で
、
寄
附
金
額

が
寄
附
者
の
所
得
に
応
じ
た
一
定

の
額
よ
り
多
い
と
、
自
己
負
担
額

が
５
千
円
を
超
え
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
個
人
住
民
税
・
所

得
税
が
掛
か
っ
て
い
な
い
方
に
は
、

寄
附
金
控
除
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

　

米
子
市
で
は
、
ふ
る
さ
と
米
子

の
未
来
に
向
け
て
の
が
い
な
発
展

を
応
援
い
た
だ
け
る
方
々
の
寄
附

金
を
積
み
立
て
、
寄
附
者
の
意
思

に
そ
っ
て
有
効
に
活
用
す
る
た
め
、

「
が
い
な
よ
な
ご
応
援
基
金
条
例
」

を
制
定
し
、
今
年
度
当
初
か
ら
施

行
し
ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
寄
附
は
、
寄
附
者

の
指
定
さ
れ
た
次
の
使
途
に
有
効

に
活
用
し
、
ふ
る
さ
と
米
子
の
未

来
に
向
け
て
の
が
い
な
発
展
を
目

指
し
ま
す
。

◆　
　
　

◆　
　
　

◆

●
基
金
の
使
途

【
輝
く
子
ど
も
応
援
団
】

教
育
環
境
の
充
実
及
び
子
育

て
支
援

【
中
海
再
生
応
援
団
】

中
海
の
環
境
保
全
及
び
中
海

を
活
か
し
た
観
光
、
産
業
等
の

振
興

【
地
域
の
力
応
援
団
】

地
域
福
祉
の
充
実

【
歴
史
・
文
化
応
援
団
】

歴
史
、
文
化
そ
の
他
の
地
域
資

源
の
保
存
及
び
活
用

【
が
い
な
よ
な
ご
応
援
団
】

市
長
が
特
に
ふ
る
さ
と
米
子

の
未
来
に
向
け
て
の
が
い
な

発
展
に
寄
与
す
る
と
認
め
る

事
業　

ふ
る
さ
と
納
税
・
が
い
な
よ
な

ご
応
援
基
金
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
市
役
所
総
合
案
内
、
各
公

民
館
に
置
い
て
あ
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

市
役
所
行
政
経
営
課
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
行
政
経
営
課

　
（
☎
23
―
５
３
０
６
）



長
寿
医
療
制
度

（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）

平
成
20
年
度
の
保
険
料
の

軽
減
割
合
を
拡
大
し
ま
す

　

次
の
方
は
、
減
額
後
の
「
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
額
決
定
（
変

更
）
通
知
書
」
を
８
月
の
中
旬
に

送
付
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

７
月
に
送
付
し
た
平
成
20
年
度

の
「
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

額
決
定
（
変
更
）
通
知
書
」
の
、

●
均
等
割
額
が
７
割
軽
減
（
軽

減
額
２
万
９
１
１
５
円
）
さ
れ

て
い
る
世
帯
の
方
…
軽
減
後
の

均
等
割
額
が
、  

１
万
２
４
７
７

円
か
ら
６
０
０
０
円
に
減
額
と

な
り
ま
す
。

●
所
得
割
額
を
負
担
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
方
の
う
ち
、
所
得

の
低
い
方
（
算
定
さ
れ
た
所
得

割
額
が
、
４
万
４
９
５
０
円
以

下
の
方
）
…
そ
の
所
得
割
額
を

一
律
５
割
軽
減
し
ま
す
。

※
こ
れ
ら
の
保
険
料
の
軽
減
に
つ

い
て
、
あ
ら
た
め
て
手
続
き
を
し

て
い
た
だ
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ

保
険
年
金
課 （
☎
23
―
５
１
２
１
）

保
険
料
の
お
支
払
方
法
の

変
更
に
つ
い
て

　

長
寿
医
療
制
度
の
保
険
料
に
つ

い
て
、
本
年
４
月
か
ら
特
別
徴
収

（
年
金
天
引
き
）
さ
れ
て
い
る
方
、

ま
た
は
本
年
10
月
か
ら
特
別
徴
収

さ
れ
る
予
定
の
方
の
う
ち
、
次
の

い
ず
れ
か
の
要
件
を
満
た
す
方
は
、

米
子
市
役
所
保
険
年
金
課
ま
た
は

淀
江
支
所
市
民
生
活
課
窓
口
に
申

し
出
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、

保
険
料
を
口
座
振
替
に
よ
り
お
支

払
い
い
た
だ
く
こ
と
が
可
能
と
な

り
ま
し
た
。

●
長
寿
医
療
制
度
加
入
の
直
前

に
国
民
健
康
保
険
の
納
付
義
務

者
で
あ
っ
た
方
で
、
平
成
19
年

度
ま
で
の
国
民
健
康
保
険
料
の

滞
納
が
な
く
、
そ
の
方
の
口
座

振
替
に
よ
り
納
付
す
る
場
合

●
長
寿
医
療
制
度
加
入
者
の
年

金
収
入
が
180
万
円
未
満
の
方
で
、

そ
の
方
以
外
の
当
該
世
帯
の
世

帯
主
ま
た
は
配
偶
者
の
口
座
振

替
に
よ
り
納
付
す
る
場
合

※
申
出
の
時
期
に
よ
り
、
特
別
徴

収
（
年
金
天
引
き
）
の
中
止
の
時

期
が
異
な
り
ま
す
。

ま
た
、
新
た
に
金
融
機
関
に
口
座

振
替
の
お
申
込
み
を
し
て
い
た
だ

く
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら

か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

保
険
年
金
課
（
☎
23
―
５
１
２
４
）

国
民
健
康
保
険

保
険
料
の
お
支
払
方
法
の

変
更
に
つ
い
て

　

本
年
10
月
か
ら
特
別
徴
収
（
年

金
天
引
き
）
の
予
定
と
な
っ
て
い

る
方
で
、
次
の
す
べ
て
の
要
件
を

満
た
す
方
は
、
米
子
市
役
所
保
険

年
金
課
、
ま
た
は
淀
江
支
所
市
民

生
活
課
窓
口
に
申
し
出
て
い
た
だ

く
こ
と
に
よ
り
、
保
険
料
を
口
座

振
替
に
よ
り
お
支
払
い
い
た
だ
く

こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

●
こ
れ
ま
で
、
保
険
料
を
滞
納

す
る
こ
と
な
く
納
め
て
い
た
だ

い
て
い
る
方

●
こ
れ
か
ら
の
保
険
料
を
口
座

振
替
に
よ
り
納
め
て
い
た
だ
け

る
方

※
申
出
の
時
期
に
よ
り
、
特
別
徴

収
（
年
金
天
引
き
）
の
中
止
の
時

期
が
異
な
り
ま
す
。

ま
た
、
新
た
に
金
融
機
関
に
口
座

振
替
の
お
申
込
み
を
し
て
い
た
だ

く
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら

か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

保
険
年
金
課 

（
☎
23
―
５
１
２
４
）

おわびと訂正　　「広報よなご７月号」の中に折り込ん
であった「よなごの国保」７月号について、次のとお
り誤りがありました。おわびして訂正します。

▼２ページ目のフロー図

訂正前 訂正後
平成20年３月まで

国民健康保険料
平成20年３月までの

国民健康保険料
平成20年4月まで

国民健康保険料
平成20年4月からの

国民健康保険料

▼４ページ目

訂正前 訂正後
※ 1 同一世帯に ､70歳以
上の方の個人住民税課税
所得が 213万円以上の方
が一人以上おり、かつ、
その収入が、一人世帯の
場合 383万円以上、二人
以上世帯の場合 520万円
以上の方

※ 1 同一世帯に ､70歳以
上の方の個人住民税課税
所得が 145万円以上の方
が一人以上おり、かつ、
その収入が、一人世帯の
場合 383万円以上、二人
以上世帯の場合 520万円
以上の方

■問い合わせ  保険年金課（☎２３－５１２２）

長寿医療制度・国民健康保険の
お知らせ



米子市美術館（☎３４－２４２４）
行 事 名 連絡先 日程

第39回美術集団ゼム作品展 66-3520
9/5 ㈮～

9/9 ㈫第24回米子写真倶楽部作品展 22-5578
第49回チャーチル会米子作品展 28-6305
☆米子市美術館常設展Ⅱ

「コレクションにみる版画表現－その多様な展開―」 34-2424 9/7 ㈰～
9/28 ㈰

水曜展 33-6503 9/12 ㈮～
9/16 ㈫フォトクラブピノキオ写真展 33-8688

第12回ビスターレ絵画展 29-4018
9/19 ㈮～

9/23 ㈫サークル“U”展 32-5336
西部地区生徒条幅展 27-0421
第39回写真集団ゼロ作品展 27-0113 9/26 ㈮～

9/30 ㈫第22回米子工芸会展 25-0550

第52回鳥取県美術展覧会 ( 県展 ) 34-2424 10/4 ㈯～
10/13 ㈪㈷ 

第30回龍心会書道展 22-5767
10/17 ㈮～

10/21 ㈫黑ばら会米子木彫会展 32-7506
山陰ライカクラブ写真展 66-4080
イマージュ20周年記念展「彩りの時間に」 27-5665

10/24 ㈮～
10/28 ㈫

第38回米子ちぎり絵水星会展 68-3826
第22回現展山陰支部展 56-2413
日本芸術人形作品展 33-1133
日本報道写真連盟鳥取県支部合同展 29-0206

10/31 ㈮～
11/4 ㈫

フォトきゃらぼく (第31回) 写真展 22-6620
第35回米子墨彩会水墨画展 32-4363
第68回米子美術家協会展 66-3520

第44回かこう会作品展 090-8360
-2851

☆米子市美術館常設展Ⅲ
「ファミリーアルバム　―家族の情景―」 34-2424 11/2 ㈰～

12/23 ㈫㈷
第10回社団法人創元会鳥取支部展 31-2067

11/7 ㈮～
11/11 ㈫第13回米子市写真家協会展 34-1408

第26回皓墨会水墨画作品展 32-7271
第42回ぶなの木会展 22-5224

11/14 ㈮～
11/18 ㈫中美展 0858-

58-2014
フランス刺しゅう(ニードルポイント)作品展 29-5403
麗山書院展 26-3844

11/21 ㈮～
11/25 ㈫第１回陶友会展 33-2826

’08山陰新協米子展 27-1863
第41回麓人展 33-6503

11/28 ㈮～
12/2 ㈫米子地区書道連盟展 ―

全日写連米子支部作品展 26-3582

花アート押し花展 29-8494 12/5 ㈮～
12/9 ㈫

米子市公会堂（☎２２－３２３６）
行 事 名 連絡先 日程

☆米子なつかしの名画劇場 22-3236 9/27 ㈯ 
・28 ㈰

米子市民劇場10月例会　劇団 NLT 公演
「宴会泥棒」 33-8695 10/18 ㈯

鳥取県西部合唱連合　合唱祭 23-3807 11/9 ㈰
米子市民劇場12月例会　劇団文化座公演

「天国までの百マイル」 33-8695 12/6 ㈯

第36回米子西高等学校吹奏楽部定期演奏会 22-7421 12/21 ㈰

■問い合わせ　文化課（☎２３－５４３６）
Eメール…bunka@yonago-city.jp
ホームページアドレス…http://www.yonago-city.jp/

bunka/akibun/menu64.htm
☆印は米子市教育委員会の主催事業です。

米子市文化ホール（☎３５－４１７１）
行 事 名 連絡先 日程

2008年平和のための戦争展 35-5123 8/2 ㈯～
8/4 ㈪

☆米子人生大学
「心にいつも歌を　～歌の持つ不思議な力～」 23-5444 8/25 ㈪

☆米子人生大学
「世界遺産　石見銀山遺跡
　～石見銀山の歴史とそれを支える人々～」

23-5444 9/1 ㈪

米子労音９月例会
天羽明惠＆鈴木大介（ソプラノ＆ギター） 34-3173 9/18 ㈭

劇団 OverStage   第８回公演
「お父さんといっしょ」

overstage@
yahoo.co.jp

10/4 ㈯・
5 ㈰ 

演劇集団あり　第98回公演
「ザ・シェルター」

090-1337
-9222 10/12 ㈰

山陰花扇会発表会 34-1980 10/26 ㈰
第59回米子邦楽と舞踊の会 22-2902 11/16 ㈰
米子労音11月例会
グザヴィエ・ドゥ・メストレ（ハープ）34-3173 11/17 ㈪

米子マンドリンオーケストラ第23回定期演奏会 33-3321 11/29 ㈯

米子市淀江文化センター（☎３９－４０５０）
行 事 名 連絡先 日程

☆よどえ町民音楽祭 56-3222 9/21 ㈰

その他の会場
行 事 名 会場 連絡先 日程

米子シネマクラブ第60回例会
「君の涙ドナウに流れ

 ハンガリー 1956」

ビッグシップ
小ホール 23-1546 8/24 ㈰

人形劇団いとぐるま
「ふれあい人形劇公演」

児童文化
センター 29-6155 9/28 ㈰

米子こども劇場第164回例会
劇団うりんこ公演

「おとうさんはウルトラマン」
ふれあいの里 32-3847 10/3 ㈮

第46回米子俳句大会 ふれあいの里 33-7867 10/5 ㈰
第44回白珠山陰支社短歌大会 米子商業センター 33-6751 10/7 ㈫

諸流合同いけばな展 米子高島屋 32-6303 10/9 ㈭～
10/14 ㈫

第27回イーゼル会作品展 丸京庵
市民ギャラリー 29-4665 10/15 ㈬～

10/20 ㈪
健身太極拳交流大会 県立武道館 42-4444 10/26 ㈰
米子市合同短歌祭 ふれあいの里 34-1791 10/26 ㈰
米子茶道連盟
米子市秋の文化祭　合同茶会

寺町（涼善寺、法蔵
寺、瑞仙寺）など 33-2840 11/3 ㈪㈷

第24回玄想会作品展
（書・画・布絵他）

やよい アート
スペース虹 35-0014 11/7 ㈮～

11/11 ㈫

米子シネマクラブ第61回例会 ビッグシップ
小ホール 23-1546 11/9 ㈰

情脈短歌大会 米子商業センター 34-1791 11/16 ㈰
太極拳まつり 米子産業体育館 32-4868 11/16 ㈰



　

ご
み
の
有
料
化
か
ら
１
年
が
経

過
し
ま
し
た
。
先
月
発
行
し
た「
よ

な
ご
み
通
信
第
７
号
」
で
お
知
ら

せ
し
た
よ
う
に
、
平
成
19
年
度
の

ご
み
の
量
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
に
よ
っ
て
、
平
成
18
年
度

に
比
べ
、
約
20
パ
ー
セ
ン
ト
も
減

少
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
現
在
の
米
子
市
の
ご

み
の
排
出
量
は
、
有
料
化
後
、
す

ぐ
の
の
昨
年
４
・
５
月
と
比
較
し
て

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。（
別
図
参

照
）

有
料
化
を
実
施
し
た
多
く
の
市
町

村
で
は
、
２
年
目
、
３
年
目
に
現

れ
る
の
が
、
こ
の
「
リ
バ
ウ
ン
ド

現
象
」
で
す
。
こ
れ
は
、
有
料
化

直
後
は
、
ご
み
減
量
に
対
す
る
意

識
が
高
ま
り
、
一
時
的
に
ご
み
の

排
出
量
が
大
幅
に
減
少
す
る
も
の

の
、「
指
定
ご
み
袋
は
有
料
」
で
あ

る
と
い
う
こ
と
に
慣
れ
て
し
ま
い
、

細
か
く
実
践
で
き
て
い
た
分
別
や

減
量
の
工
夫
に
対
す
る
意
識
が
低

下
。
そ
の
後
次
第
に
排
出
量
が
増

加
し
、
結
果
的
に
元
の
量
に
戻
っ

て
し
ま
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

昨
年
度
に
達
成
で
き
た
大
幅
な

ご
み
の
減
量
化
。
市
民
み
な
さ
ん

一
人
ひ
と
り
の
小
さ
な
ご
努
力
の

継
続
が
、「
リ
バ
ウ
ン
ド
現
象
」
を

防
ぎ
、
今
年
度
の
さ
ら
な
る
ご
み

の
減
少
に
向
け
た
大
き
な
力
と
な

り
ま
す
。
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

環
境
政
策
課
（
☎
23
―
５
３
０
０
）

有料化２年目…
さらなる減量化・資源化の取り組みを。

さ
さ
竹
や
供
え
物
は

指
定
の
場
所
に

七
夕
祭
り
の
さ
さ
竹
や
精
霊
送
り

の
供
え
物
は
、
絶
対
に
川
な
ど
に

捨
て
な
い
よ
う
に
し
て
、
各
地
区

指
定
の
場
所
に
持
ち
出
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
七
夕
の
さ
さ
竹

●
宇
気
河
口
神
社
（
内
町
）
は
、

７
日
㈭
中
に

●
各
地
区
指
定
の
場
所
は
、
８
日

㈮
の
午
前
８
時
30
分
ま
で
に

▼
精
霊
送
り
の
供
え
物

●
湊
山
公
園
は
、
16
日
㈯
の
午
後

５
時
か
ら
９
時
ま
で
に

●
口
陰
田
川
端
、
西
大
谷
橋
先
、

上
後
藤
庵
寺
跡
、
長
砂
町
（
旧
清

掃
課
前
）
は
、
16
日
㈯
の
夜
に

●
各
地
区
指
定
の
場
所
は
、
16
日

㈯
の
午
前
８
時
30
分
ま
で
に

●
淀
江
地
区
は
別
途
回
覧
文
書
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

し
尿
く
み
取
り
に
つ
い
て

盆
前
は
混
雑
し
ま
す
の
で
、
指
定

業
者
に
早
め
に
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

環
境
政
策
課
（
☎
23
―
５
３
０
０
）

浄
化
槽
の
点
検
を

夏
は
、
浄
化
槽
の
臭
気
が
強
く
な

る
季
節
で
す
。
浄
化
槽
の
点
検
を

怠
る
と
、
地
域
の
環
境
汚
染
の
原

因
と
な
り
ま
す
。
浄
化
槽
の
保
守

点
検
と
清
掃
を
定
期
的
に
行
な
い

ま
し
ょ
う
。

な
お
、
浄
化
槽
設
置
者
は
、
保
守

点
検
と
清
掃
の
ほ
か
に
も
、
年
に

１
回
、
水
質
に
関
す
る
法
定
検
査

を
受
け
る
こ
と
が
法
律
で
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
機

会
に
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

鳥
取
県
西
部
総
合
事
務
所

生
活
環
境
局

（
☎
31
―
９
３
２
２
）



公の施設の指定管理者を募集します
　平成21年４月から次の公の施設の管理を民間事業者等に行なわせるため、地方自治法に基づく指定管理者を募集します。
市は、応募があった民間事業者等のうちから指定管理者の候補者を選定し、指定管理者候補者選定委員会の審議、市議会の
議決を経て指定管理者に指定します。募集の詳細・応募の手続については、「米子市ホームページ」をご覧いただくか、維持
管理課で配布している募集要項をご覧ください。ご応募をお待ちしております。
■募集する施設

施設の名称 指定の期間 担当課
米子駅前地下駐車場・米子駅前地下駐輪場・万能町駐車場 平成21年４月 1 日から５年間 維持管理課（☎ 23-5243）
■応募期限　25日（月）
■応募することができる者　法人その他の団体（個人は、応募することができません。）

～「元気なまちになるために必要なことは何か」考えてみませんか～

「米子が元気になるための皆さんのご意見」を募集します
　「米子市民自治基本条例検討委員会」では、「米子が元気になるまちのつくり方」のルールを定めるために、「米子市民自治
基本条例（仮称）案づくり」の作業に取り組んでいるところです。検討委員会では、この「米子市民自治基本条例（仮称）」
を広く市民の皆さんから意見を伺いながら作っていきたいと考えています。「米子が元気になるための皆さんのご意見」をお
聞かせください。
■お聞きしたいこと（次の４つを、1セットでお聞きします。）　①：皆さんが普段感じている「米子のよいところ」、②：皆
さんが普段感じている「米子の気になるところ」、③：上の①と②の意見から導き出される「元気が出る方法」＝「米子が、
どうすれば元気が出るまちになるか」、④：上の①～③の意見から導き出される「元気が出る米子のキャッチフレーズ」
■意見の募集期間　８月１日（金）～９月１日（月）
※様式は問いませんが、集計の都合上、意見をお寄せいただく際には、①住所地（「市内」か「市外」だけを記入）、②性別、
③年代（例：40歳代・60歳代など）、④職種（例：自営業・会社員・団体職員・公務員・学生・無職など）をご記入いただ
きますよう、ご協力をお願いします。
■応募方法　協働推進課（本庁舎４階）の窓口へご持参いただくか、郵送（９月１日消印有効）、ＦＡＸ、Ｅメールで。
■応募・問い合わせ
〒 683-8686　米子市加茂町一丁目１　米子市役所協働推進課内　米子市民自治基本条例検討委員会事務局
☎２３－５３７１・ＦＡＸ２３－５３５４・Ｅメール　kyoudou@yonago-city.jp
※いただいたご意見は、検討委員会の作業の中で参考とさせていただきます。

●米子市民自治基本条例（仮称）とは・・・少子高齢化・人口減少・地方分権の進展など、激変する社会環境のなか、この米子で
元気に生き生きと暮らしていくためには、『「市民参画」と「協働」のまちづくりによって、「共に支え合う社会システム」を創り上
げる』必要があります。そのためには、一定のルールづくりが必要ですが、米子市民自治基本条例（仮称）は、そのルールとなる
ものです。
●米子市民自治基本条例検討委員会とは・・・米子市民自治基本条例（仮称）は、特に、市民の皆さんから意見をお聞きしながら
つくらなければならない条例ですので、条例素案の検討・作成や、それに伴う意見募集ＰＲや説明を、検討委員会の主な活動内容
としています。委員は 24人で、すべて市民からの公募委員です。

　市行政が直面している課題、それに対する市の取
組状況、市民との連携などについて、市長が各地域
に出向いて説明します。どなたでも参加していただ
けます。お気軽にご参加ください。
　８月の開催予定は、次のとおりです。その後も各
公民館で順次開催していく予定です。
　日程については、次号以降の広報よなごでお知ら
せします。
■問い合わせ　秘書広報課（☎２２－５０４２）

日 時 場 所
８月４日（月）　午後７時～ 大 高 公 民 館
８月７日（木）　午後７時～ 五 千 石 公 民 館
８月８日（金）　午後７時～ 巌 公 民 館
８月11日（月）　午後７時～ 尚 徳 公 民 館
８月18日（月）　午後７時～ 和 田 公 民 館
８月20日（水）　午後７時～ 崎 津 公 民 館
８月22日（金）　午後７時～ 成 実 公 民 館
８月29日（金）　午後７時～ 富 益 公 民 館

※いずれも１時間30分程度を予定しています。



第14回環日本海拠点都市会議開催
　韓国から束

ソクチョ

草市、東
ト ン ヘ

海市、浦
ポ ハ ン

項市、中国から琿
フンチュン

春市、図
ト モ ン

們市、

ロシアからハサン区の各都市代表団を迎え、環日本海都市

間交流の促進方策をテーマに、経済 ･ 観光分野、環境分野

について各都市の首長が意見交換を行ないます。

と き　27日（水）午前10時30分～午後５時

ところ　米子コンベンションセンター国際会議室

内 容　（午前の部）基調講演　平井伸治　鳥取県知事

　　　　（午後の部）首長会議

※４カ国語同時通訳で行ないます。

定 員　200人（入場無料）

■問い合わせ　総合政策課（☎２３－５３７４）

「米子城山」環境美化活動参加者募集！
と き　30日（土）　午前10時～正午

　　　　（集合時間　９時～９時30分）

集合場所　米子城山入口（湊山公園駐車場前）

申込方法　電話、ＦＡＸで、または、観光協会に直接お申

し込みください。

■申込・問い合わせ
　米子市観光協会（「米子駅前サティ」４階）

　☎３７－２３１１ ・ ＦＡＸ３７－２３７７

米子市観光協会は、市民の皆さんや諸団体と協力して、

「米子城山」の環境美化活動を実施し、「米子城跡」の

整備を広くアピールしていきます

悲惨な核戦争と核兵器の廃絶を
米子市は、悲惨な核戦争に人々が巻き込まれないようにと

の願いを込め、平成18年３月の市議会議決により核兵器の

廃絶を強く訴える「非核平和都市」を宣言しました。

広島、長崎の悲劇を絶対に繰り返さぬよう、全世界に向け

て核戦争、核兵器の廃絶を訴えましょう。

●平和への祈り　黙とうを
広島、長崎両市の原爆死没者の霊を慰め、恒久平和を願う

ため、それぞれの家庭や職場で、黙とうを捧げましょう。

〈黙とうの時間〉
・広島市…６日（水）午前８時15分から１分間

・長崎市…９日（土）午前11時２分から１分間

●原爆パネル展
　６日（水）～15日（金） 　市役所１階　市民コーナー

※原爆パネルの貸出しをします。

くわしくは、総務管財課（☎２３－５３３１）まで。

都市エリア産学官連携促進事業

研究交流会開催
研究成果や、機能性食品開発に携わる研究者の事例など

の発表を行ない、地域の企業等の皆さんとの交流によっ

て、地域経済への普及拡大を図ります。

この事業の研究成果や機能性食品開発について、興味の

あるみなさまのご来場をお待ちしております。入場無料。

と き　28日（木）　午後２時30分～午後５時

ところ　文化ホール

▼基調講演　
　演題「機能性食品の表示・表現規制と

エビデンス依存の注意点」

　講師　㈱ラベルバンク　代表取締役　川
か わ い ひ ろ ゆ き

合裕之さん　

▼研究成果発表
　鳥取大学生命機能研究支援センター長  押

お し む ら み つ お

村光雄さん

　鳥取大学農学部　教授　南
みなみ

　三
さぶろう

郎さん　

▼事例発表　　都市エリア事業 参画企業　２社

▼個別相談会　研究者等と個別に相談を希望される企業

等の皆さんを対象とします。

※事前に申込が必要です。

■問い合わせ
　（財）鳥取県産業振興機構西部支部（☎２７－２９３１）

すべての方に
「ねんきん特別便」が届きます
社会保険庁から、すべての年金受給者は５月までに、また、

すべての現役加入者には６月から 10月までの間に、「ね

んきん特別便」が届けられます。

お送りした年金記録に「もれ」や「間違い」がない場合でも、

すべての方が必ず回答することになっています。忘れず

に必ず回答をお願いします。

自営業、専業主婦、学生などの現役加入者の方と年金受

給者の方は、直接、本人の住所に届けられます。

また、現在会社にお勤めの方には、会社を通じて（協力

が得られた場合）または、直接、本人の住所に届けられ

ます。

「ねんきん特別便」についてのお問い合わせは…
米子社会保険事務所…☎３４－６１１１

「ねんきんダイヤル」…☎０５７０－０５－１１６５

・ 月～金曜日　午前９時～午後８時

・ 第２土曜日　午前９時～午後５時

「ＩＰ電話・ＰＨＳ」…☎０３－６７００－１１４４

ホームページアドレス…http://www.sia.go.jp

■保険年金課年金係（☎２３－５１４２）



　

近
年
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
な
ど

の
急
速
な
普
及
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
や

多
く
の
情
報
を
得
る
事
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
一
方
、
そ
れ
ら
を
利

用
し
た
犯
罪
や
、
有
害
情
報
の
氾
濫
、

差
別
的
な
書
き
込
み
な
ど
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
弊
害
も
大
き
な
問
題
と
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。

　

米
子
市
が
平
成
19
年

に
行
な
っ
た
人
権
問
題

市
民
意
識
調
査
で
は｢

あ
な
た
や
あ
な
た
の
家

族
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
や
メ
ー
ル
に
よ
っ
て
人
権
侵
害
を
受

け
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か｣

と
い
う
設

問
に
対
し
、｢

あ
る｣

と
回
答
し
た
方

が
7.5
パ
ー
セ
ン
ト
（
13
人
に
１
人
）
あ

り
ま
し
た
。

　
　

＊
＊
＊
＊
＊

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
際
に
は

次
の
よ
う
な
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

▼
自
己
責
任

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
安
全
に
楽
し
く

使
う
た
め
に
必
要
な
の
は
、
自
分
自
身

で
責
任
を
持
っ
て
利
用
す
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
情
報
が
正
し
い
か
、
ま
た
、

安
全
な
サ
イ
ト
か
を
判
断
す
る
力
や
、
関

心
が
あ
っ
て
も
ト
ラ
ブ
ル
を
招
き
や
す
い

サ
イ
ト
に
接
続
し
な
い
自
制
心
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
安
易
に
利
用
す
る
こ
と
で
事

件
に
巻
き
込
ま
れ
る
き
っ
か
け
と
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
特
に
子
ど
も
た
ち
は
、

判
断
力
や
、
危
険
を
察
知
す
る
力
が
未
熟

な
場
合
が
多
い
の
で
、
周
り
の
大
人
が
気

を
配
り
ま
し
ょ
う
。

▼
相
手
の
立
場
を
考
え
る

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
は
、
つ
い
表
現

が
度
を
越
え
が
ち
で
す
。
電
子
メ
ー
ル
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
掲
示
板
な
ど
の
文
章

は
、
相
手
を
傷
つ
け
て
い
な
い
か
、
常
識

的
で
あ
る
か
な
ど
、
送
信
す
る
前
に
も
う

一
度
読
み
返
し
ま
し
ょ
う
。
相
手
と
直
接

話
す
つ
も
り
で
思
い
や

り
を
も
っ
て
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他
の
注
意
点

　

む
や
み
に
個
人
情
報
を
公
開
し
な
い
、

危
険
な
サ
イ
ト
に
近
づ
か
な
い
こ
と
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

　
　

＊
＊
＊
＊
＊

　

普
段
み
な
さ
ん
が
防
災
、
防
犯
対
策
を

さ
れ
る
の
と
同
じ
よ
う
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
利
用
で
も
備
え
を
し
、
お
互
い
の
人

権
や
安
全
を
守
る
こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ

う
。

■
人
権
政
策
課
（
☎
23
―
５
４
１
５
）

　この作品は、葉祥明のメインキャラクターで、葉祥明自身の分身でもある、白い犬「ジェイク」が主人公
の絵本『ジェイクと海のなかまたち』の表紙の原画です。いつもは地上にいるジェイクが、海からのメッセー
ジを伝える大切な役目を果たすため、イルカやアシカなど様々な海の仲間たちと一緒に泳ぎます。

　ジェイクが海に潜って知った、海の中で起こっている汚染や
乱獲、珊瑚礁の死滅など危機的状況を、これからの世界を担う
こどもたちに報告し、地球環境のことについて考える大事さを
伝えています。また、この絵本は世界中の沢山のこども達に読
んでもらうために、英文も併記されています。
　豊かな海の素晴らしさ、そして美しい海を守っていくことの
重要性が胸に響きます。作品としても葉祥明の描く美しいブ
ルーの世界が、とても爽やかで印象的です。
※ 19ページの「８月施設の催し」に関連記事を掲載しています。

■問い合わせ　米子市美術館（☎３４―２４２４）　
■ URL　http://www.yonagobunka.net/y-moa/



　

行
政
相
談

行
政
相
談
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

予
約
は
不
要
で
す
。

と
き　

５
日
㈫
、
25
日
㈪

　
　
　

９
月
９
日
㈫

※
い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ

市
役
所
第
２
庁
舎
１
階
相
談
室

問
い
合
わ
せ

協
働
推
進
課
（
☎
23
―
５
３
７
３
）

　

人
権
相
談

人
権
擁
護
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

予
約
は
不
要
で
す
。

と
き　

11
日
㈪
、
９
月
10
日
㈬

※
い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ

市
役
所
第
２
庁
舎
１
階
相
談
室

問
い
合
わ
せ

人
権
政
策
課
（
☎
23
―
５
４
１
５
）

　
「
子
ど
も
の
人
権
相
談
所
」

家
族
か
ら
の
暴
力
や
友
人
か
ら
の
い
じ

め
な
ど
子
ど
も
た
ち
の
相
談
を
「
子
ど

も
の
人
権
専
門
委
員
」
が
受
け
ま
す
。

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。
保
護
者
か
ら
の
相
談
も
で
き
ま

す
。
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

と

き　

21
日
㈭
午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ　

明
道
公
民
館
（
東
町
）

問
い
合
わ
せ　

鳥
取
地
方
法
務
局
米
子

支
局
（
☎
22
―
６
１
６
１
）

　

身
体
障
が
い
者
相
談
日

身
体
障
が
い
者
相
談
員
が
、
障
が
い
等

級
の
変
更
、
身
体
の
状
態
な
ど
の
相
談

に
応
じ
ま
す
。

と

き　

毎
月
第
３
木
曜
日

　
　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

※
８
月
21
日
、
10
月
16
日
、
１
月
15
日
、

２
月
19
日
は
、
医
師
に
よ
る
身
体
障
が

い
者
医
療
相
談
も
行
な
い
ま
す
。

相
談
場
所
・
問
い
合
わ
せ

米
子
市
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
皆
生
新
田
二
丁
目
10
―
１
・
☎ 

32
―

９
０
０
１
）

身体障がい者相談員
電話番号
22-4755

25-1164

33-8006

27-2776

29-3208

27-4464

29-0450

住 所
新開 1-7-31

錦町 2-12-1

車尾 6-1-21

下新印 531

彦名町 1833

河岡 878

河崎 1081-2

氏 名
板垣　成行（視覚）

黒田　正勝（肢体）

浦木　修一（肢体）

岩田　　敬（肢体）

内田　康雄（肢体）

田中　純子（内部）

吉田喜久子（肢体）

　

知
的
障
が
い
者
相
談
日

知
的
障
が
い
者
相
談
員
が
、
療
育
・
生

活
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

と

き　

９
月
25
日
、
11
月
27
日
、
平

成
21
年
１
月
22
日
、
３
月
12
日
㈭

い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
～
３
時

と
こ
ろ　

米
子
市
障
が
い
児
・
者
地
域

交
流
セ
ン
タ
ー
お
お
ぞ
ら（
法
勝
寺
町
）

問
い
合
わ
せ　

米
子
市
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
皆
生
新
田
二
丁
目
10
―
１
・
☎ 

32
―

９
０
０
１
）

知的障がい者
相談員

氏 名

赤井　勇介

柴田ひろ子

植村ゆかり

稲田　悦雄

　

農
地
相
談

農
地
の
こ
と
で
日
ご
ろ
困
っ
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
、
農
業
委
員
が
相
談
に
応

じ
ま
す
。

と

き　

21
日
㈭

●
市
役
所
本
庁
402
会
議
室
（
４
階
）

　

午
前
10
時
～
正
午

●
淀
江
支
所

　

午
後
２
時
～
４
時

問
い
合
わ
せ

農
業
委
員
会
（
☎
23
―
５
２
７
７
）

　

新
規
就
農
相
談
会

県
内
で
新
た
に
農
業
を
始
め
て
み
よ
う

と
お
考
え
の
方
を
対
象
に
、
就
農
ま
で

の
ス
テ
ッ
プ
や
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
な

い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
が
、
混
み

あ
う
場
合
は
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
事
前
の

お
申
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

と

き　

９
月
28
日
㈰
、

　
　
　

平
成
21
年
１
月
18
日
㈰

い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ　

市
立
図
書
館（
特
設
文
庫
室
）

問
い
合
わ
せ

㈶
鳥
取
県
農
業
担
い
手
育
成
基
金
・
西

部
駐
在
（
☎
31
―
９
６
４
４
）

　

交
通
事
故
無
料
相
談

㈳
日
本
損
害
保
険
協
会
で
は
、
交
通
事

故
で
困
っ
て
い
る
方
の
た
め
に
、
専
門

の
相
談
員
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。
電
話
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
の
で

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
日　

月
～
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）、

午
前
９
時
～
正
午
・
午
後
１
時
～
５
時

弁
護
士
無
料
相
談
日　

毎
月
第
１
水
曜

日
、
午
後
１
時
～
４
時
（
要
予
約
）

問
い
合
わ
せ

鳥
取
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
７
―
24
―
４
２
３
３
）



　

海
区
漁
業
調
整
委
員
会

選
挙
人
名
簿
を
調
製
し
ま
す

米
子
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
毎
年

９
月
１
日
現
在
で
「
鳥
取
海
区
漁
業
調

整
委
員
会
選
挙
人
名
簿
」
を
調
製
し
ま

す
。
申
請
期
間
は
、
９
月
１
日
か
ら
５

日
ま
で
で
す
。
申
請
書
は
漁
業
協
同
組

合
に
加
入
の
方
は
組
合
で
、
そ
う
で
な

い
方
は
米
子
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
で
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

該
当
す
る
の
は
、
次
の
条
件
を
満
た
す

方
で
す
。

●
市
内
に
住
所
ま
た
は
事
業
場
の
あ
る

方●
年
間
90
日
以
上
、
漁
船
を
使
う
漁
業

を
営
ん
で
い
る
方
、
ま
た
は
そ
の
漁
業

の
従
事
者

●
昭
和
63
年
12
月
６
日
以
前
に
生
ま
れ

た
方

問
い
合
わ
せ　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
（
☎
23
―
５
３
４
６
）

　

お
盆
に
湊
山
公
園
で

う
ら
盆
精
霊
送
り
と
灯
ろ
う
流
し

と

き　

16
日
㈯
午
後
５
時
～
９
時

と
こ
ろ　

湊
山
公
園

当
日
は
供
物
を
承
り
ま
す
が
、
塔
婆
、

仏
具
、
提
灯
や
、
缶
・
ビ
ン
な
ど
の
持

ち
出
し
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

米
子
市
社
会
福
祉
協
議

会
（
☎
23
―
５
４
９
０
）

　

米
子
市
職
員

募
集
職
種
・
人
数

●
一
般
事
務
・
２
人

●
土
木
・
３
人

●
保
育
士
・
５
人

●
保
健
師
・
２
人

応
募
資
格

・
一
般
事
務
・
土
木
…
昭
和
54
年
４
月

２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

・
保
育
士
…
昭
和
54
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
方
で
児
童
福
祉
法
に
基
づ

く
保
育
士
登
録
を
し
て
い
る
方
（
登
録

見
込
の
方
も
含
む
。）

・
保
健
師
…
昭
和
54
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
方
で
保
健
師
免
許
を
取
得

し
て
い
る
方（
取
得
見
込
の
方
も
含
む
。）

※
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
方
も
受
験
で

き
ま
す
。
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
方
が

採
用
さ
れ
た
場
合
は
、
公
権
力
の
行
使

に
携
わ
る
業
務
ま
た
は
公
の
意
思
の
形

成
へ
の
参
画
に
携
わ
る
職
以
外
の
業
務

ま
た
は
職
に
配
属
さ
れ
ま
す
。

試
験
日
・
科
目

第
一
次
…
９
月
21
日
㈰
・
教
養
、
専
門

第
二
次
…
11
月
上
旬
・
作
文
、
面
接
、

　
　
　
　

適
性
検
査

採
用
予
定
日　

平
成
21
年
４
月
１
日

申
込
受
付
期
間　

４
日
㈪
～
22
日
㈮

（
当
日
消
印
有
効
）

※
指
定
の
受
験
申
込
書
を
職
員
課
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
験
案
内
、
受
験
申
込
書
の
請
求
、
問

い
合
わ
せ

職
員
課
（
☎
23
―
５
３
４
１
）

　

鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合

　

消
防
職
員

募
集
職
種
・
人
数

消
防
吏
員
・
４
人
程
度

応
募
資
格　

昭
和
56
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
方

試
験
日
・
科
目

第
１
次
…
９
月
21
日
㈰
・
教
養
、
体
力
、

消
防
適
性
検
査

第
２
次
…
10
月
下
旬
・
面
接
・
作
文
、

健
康
診
査

採
用
予
定
日　

平
成
21
年
４
月
１
日

申
込
受
付
期
間　

13
日
㈬
～
28
日
㈭

※
郵
送
の
場
合
は
、
27
日
必
着
の
こ
と

申
込
・
受
付
、
問
い
合
わ
せ

鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合
消
防

局
総
務
課
（
☎
35
―
１
９
５
１
）

　

各
種
自
衛
官

▼
航
空
学
生
、
一
般
曹
候
補
生
、
二
等

陸
・
海
・
空
士

受
付
期
間　

８
月
１
日
㈮
～
９
月
10
日
㈬

▼
防
衛
大
学
校
学
生
、
防
衛
医
科
大
学

校
学
生
、
看
護
学
生

受
付
期
間　

９
月
８
日
㈪
～
９
月
30
日
㈫

※
く
わ
し
く
は
、
自
衛
隊
米
子
地
域
事

務
所
（
☎
33
―
２
４
４
０
）
か
、
市
役

所
総
務
管
財
課
（
☎
23
―
５
３
３
１
）

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　

が
い
な
み
っ
く
予
防
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

最
近
よ
く
つ
ま
ず
い
た
り
、
立
ち
上
が

り
に
く
く
な
っ
た
な
ど
の
症
状
が
あ
る

方
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
な
ど
で
筋

力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
水
中
運
動
な
ど
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
運
動
の
楽
し
さ
や

効
果
を
体
感
し
、
運
動
習
慣
に
つ
な
げ

ま
し
ょ
う
。
期
間
は
３
か
月
間
で
、
週

２
回
ま
で
ご
利
用
で
き
ま
す
。

対

象　

65
歳
以
上
で
、
米
子
市
の
健

康
診
査
・
生
活
機
能
評
価
を
受
診
さ
れ

て
お
ら
れ
る
方

利
用
料　

一
回
あ
た
り
150
円

申
込
・
問
い
合
わ
せ

長
寿
社
会
課
（
☎
23
―
５
１
５
５
）



　

鳥
取
環
境
大
学
公
開
講
座

「
地
球
温
暖
化
に
つ
い
て
考
え
る
」
シ

リ
ー
ズ
④
テ
ー
マ
「
自
動
車
と
地
球
温

暖
化
対
策
」

講

師　

環
境
政
策
学
科 

教
授

　
　
　
　

岡お
か
ざ
き崎　

　

誠ま
こ
と

さ
ん

と

き　

９
日
㈯

　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
～
正
午

と
こ
ろ　
「
本
の
学
校
」（
新
開
二
丁
目
）

※
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず

れ
か
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

参
加
費　

無
料

※
と
っ
と
り
県
民
カ
レ
ッ
ジ
連
携
講
座

問
い
合
わ
せ　

鳥
取
環
境
大
学
企
画
交

流
課 

☎
０
８
５
７
―
38
―
６
７
０
４
・

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
８
５
７
―
38
―
６
７
０
９
・

Ｅ
メ
ー
ル　

 kouryu@
kankyo-u.ac.jp

　
　
　
　

午
後
７
時
30
分
～
９
時

対

象　

勤
労
青
少
年

※
空
き
が
あ
れ
ば
一
般
希
望
者

定

員　

25
人

場

所　

米
子
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

受
講
料　

無
料　

申
込
締
切　

９
月
１
日
㈪

＊
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ　

米
子
市
勤
労
青

少
年
ホ
ー
ム
（
☎
34
―
５
１
５
４
）

　

労
働
セ
ミ
ナ
ー
（
第
１
回
）

会
社
の
法
律
と
も
い
え
る
就
業
規
則

は
、
働
く
上
で
の
ル
ー
ル
を
示
す
も
の

で
す
。就
業
規
則
は
な
ぜ
必
要
な
の
か
、

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

テ
ー
マ
「
就
業
規
則
の
必
要
性
と
ト
ラ

ブ
ル
事
例
の
紹
介
」

と

き　

９
月
９
日
㈫

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
3
時

と
こ
ろ　

西
部
総
合
事
務
所

　
　
　
　

本
館
２
階　

第
２
会
議
室

講

師　

社
会
保
険
労
務
士

　
　
　
　

安
酸
早
苗

受
講
料　

無
料

定

員　

20
名

＊
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ

鳥
取
県
中
小
企
業
労
働
相
談
所

み
な
く
る
米
子
（
☎
31
―
８
７
８
５
）

　

介
護
予
防
教
室

　

よ
な
GO
体
力
測
定
会
参
加
者
募
集

握
力
、
柔
軟
性
、

バ
ラ
ン
ス
な
ど
の

体
力
測
定
を
し
て
、

体
力
年
齢
を
確
認

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
身
体
機
能

の
維
持
・
向
上
を

促
進
す
る
た
め
に
、
自
宅
で
も
で
き
る

簡
単
な
体
操
、
よ
な

体
操
、
ス
ト

レ
ッ
チ
な
ど
も
行
な
い
ま
す
。

と

き　

９
月
４
日
㈭　

午
後
１
時
30

分
～

と
こ
ろ　

車
尾
公
民
館

対

象　

65
歳
以
上
の
方
を
対
象
と
し

て
い
ま
す
が
、
65
歳
未
満
の
方
も
ご
参

加
い
た
だ
け
ま
す
。

※
当
日
は
、
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。お
申
込
み
は
不
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ

長
寿
社
会
課
（
☎
23
―
５
１
３
２
）

　

健
康
太
極
拳
教
室

ゆ
っ
た
り
と
し
た
動
作
で
心
と
体
を
リ

ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
精
神
統
一
、
身
体
増
強

に
効
果
が
あ
る
太
極
拳
を
体
験
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

期

間　

９
月
４
日
㈭
～
11
月
20
日
㈭

　
　
　
　

毎
週
木
曜
日　

全
12
回

犬
の
フ
ン
は
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う

　

鳥
取
大
学
公
開
講
座

地
球
温
暖
化
を
テ
ー
マ
に
、
地
球
温
暖

化
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
、生
態
系
へ
の
影
響
、

予
防
策
な
ど
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

と
き　

23
日
㈯
午
後
12
時
50
分
～
４
時

20
分
・
30
日
㈯
午
後
１
時
～
４
時
35
分

と
こ
ろ　

鳥
取
大
学
医
学
部　

旧
保
健

学
科
棟
（
西
町
・
湊
山
公
園
入
口
）

受
講
料　

無
料

応
募
期
限　

18
日
㈮

申
込
方
法　

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
話
、
Ｅ
メ
ー

ル
な
ど
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

申
込
・
問
い
合
わ
せ　

鳥
取
大
学

社
会
貢
献
室　

☎
０
８
５
７
―
31
―

６
７
７
７
・
Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
８
５
７
―
31

―
６
７
０
８
・
Ｅ
メ
ー
ル　

koken@
adm

.tottori-u.ac.jp

平成20年度（第44回）米子人生大学
期 間　６月16日（月）～11月10日（月）
　　　　午後２時～４時（開場午後１時30分）
会 場　米子市文化ホール
申込方法　講座の開催日に、会場でお申し込み
ください。電話申込みはできません。
受講料　年間 1,000円　（初めて受講される日
に、会場受付でお支払いください。）
■問い合わせ　生涯学習課

（☎２３－５４４４・市役所第２庁舎３階）

日程 テ ー マ

４日
（月）

「生
い の ち

命をつなぐ水のお話～米子の水あれこれ～」
米子市水道事業管理者　水道局長　田

た な か

中通
み ち お

雄

25日
（月）

「心にいつも歌を～歌の持つ不思議な力～」
鳥取短期大学　教授　白

し ら い し

石由
ゆ み こ

美子さん

９月
１日

（月）

「世界遺産 石見銀山遺跡
～石見銀山の歴史とそれを支える人々～」

島根県教育庁 文化財課世界遺産室
専門研究員　守

も り お か

岡正
し ょ う じ

司さん

９月
22日

（月）

「怖い頭痛とツライ頭痛の知識
～大切な家族のために、そしてあなた自身のために～」
鳥取大学医学部 脳神経内科

　准教授　 竹
た け し ま

島多
た か お

賀夫さん
※とっとり県民カレッジ連携講座です。
※出席回数・修了回数に応じて、修了証・皆　
勤賞・永年受講賞を設けています。



第39回 淀江町盆踊り花火大会
つなげよう ふるさとの夢 未来へ

と き　15日（金）　午後７時～午後９時10分
　　　　（雨天時１日だけ順延）
ところ　淀江海岸駐車場、淀江海岸
※駐車場は淀江公民館、米子市淀江支所駐車場
をご利用ください。
■問い合わせ　淀江公民館（☎５６―３２２２）

サイクルカーニバル IN YODOE 2008
と き　31日（日）受付午前８時30分～９時15分
集合・スタート場所　淀江町「妻木晩田遺跡公園」
コース（２コースの内うちどちらか 1 コース）

▼古代の丘サイクルオリエンテーリング　～淀江町内名所周遊コース～
　ゲームとクイズの得点で素敵な商品をプレゼント。
　・参加条件　小学生以上。小学校４年生以下は保護者同伴のこと
　・参加料　大人 2,500円、小学生 1,500円

▼水の旅人健脚コース（距離約50ｋｍ）　～大山山麓コース～
　・参加条件　中学生以上。自転車はロード、ＭＴＢなどのスポーツ車に
　　限る。ヘルメット着用のこと。
　・参加料　3,000円

申込締切　18日（月）
※事前申込みが必要です。昼食をご希望の方は別途500円が必要です。
■申込・問い合わせ　米子日吉津商工会（☎５６－２７００）

輸送機体験搭乗
と き　　９月28日（日）
体験搭乗機種・募集人員
Ｃ―１型輸送機…125人　ＹＳ―11 型輸送機…125人
応募期限　22日（金）必着
応募要領　ハガキ１枚で２人まで申し込めます。小学生以上でなければ応募
できません。小学生の場合は、子どもと保護者の２人での申込みとなります。
体験搭乗機種はどちらか一方のみです。搭乗希望が一方に偏った場合は、希
望機種を変更していただく場合もあります。
記入要領　ハガキに、搭乗希望機種、搭乗者全員の郵便番号、住所、氏名、年齢、
電話番号を明記のうえ、ご応募ください。（小学生は学年も記入）
※応募者多数の場合は抽選となります。当選者には、９月１日頃に搭乗券な
どの発送をもってお知らせします。
■応募・問い合わせ　〒 684-0053　境港市小篠津町 2258
　　　　　　　　　　航空自衛隊　美保基地渉外室（☎４５―０２１１）

ふれあいコンサート in 米子
と き　９月７日（日）　午後６時30分～８時30分
ところ　米子市公会堂
演 奏　航空自衛隊西部航空音楽隊（福岡県春日市）
※入場は無料ですが、入場整理券が必要です。入場整理券は、米子市公会堂、
市役所総合案内（本庁舎１階）、各公民館などで取り扱っています。
■問い合わせ　航空自衛隊　美保基地渉外室（☎４５―０２１１）

第42回米子盆踊り大会
県指定無形民俗文化財「米子盆踊り大会」
を開催します。
伝統ある民俗芸能を踊ってみませんか。
と き　14日（木）
　　　　午後７時30分～９時30分頃
ところ　米子市公会堂広場
雨天の場合は、15日に順延します。
■問い合わせ
　文化課（☎２３－５４３８）

勤労障がい者長崎打楽交流団
瑞宝太鼓公演

ミニシンポジウム「障がいのある人の権
利」と瑞宝太鼓公演を開催します。プロ
の和太鼓奏者として活躍する知的障がい
のある方々による心に響く演奏です。
と き　31日（日）午後２時30分
ところ　米子市文化ホール
※託児・手話通訳あり。
入場料　（　）内は当日料金
大 人 1,500円（2,000円 ）、 障 が い の あ
る方の同伴者・中学生・高校生 1,000
円（1,500円）、障がいのある方・小学生
500円（1,000円）
チケット取扱場所
　本の学校（新開二丁目）・文化ホール
■問い合わせ　米子公演実行委員会　
　黒多さん（☎０９０－３６３５－４６０３）

むきばんだサンセットビューウィーク
開場時間を２時間延長。妻木晩田遺跡なら
ではの雄大な夕景色をぜひお楽みくださ
い。
期 間　９日（土）～17日（日）
　　　　午後７時まで

むきばんだ夏の星座観察会
満天の星空と眼下に広がる見事な夜景をお
楽しみください。
と き　30日（土）午後６時30分～９時
参加費　無料
申込期限　25日（月）

■会場・申込・問い合わせ
　妻木晩田遺跡事務所 ( 大山町妻木 )
　（☎３７- ４０００）



子育て真っ最中のお母さんたちや地域の人たちが一緒になって企画した手作りの『楽しく温かい催しもの』。
子育てに関する情報も盛りだくさん！昔なつかしいあそびや、子育てグッズのフリーマーケット、ネギ太、ネギ子にトリ
ピーもやってきます。子育てに頑張っている皆さん、お子さんと一緒にお気軽にお出かけください。

▼と き　24日（日）午前10時～午後３時　　 ▼ところ　える・もーる一番街（角盤町）　　 ▼入場料　無料
■問い合わせ　鳥取県西部総合事務所福祉保健局（☎３１―９３１４）

米子市営住宅入居者を募集します
■所在地、戸数、規格、家賃

住宅名 所在地 空家番号 構造 間取り 家賃月額
（円）

建築
年度棟 号

冨士見町
住 宅 冨士見町 103 高層耐火

８ 階 建 3DK 19,600
～ 32,000 Ｈ２

（老人等優先入居）

錦 海 町
住 宅

錦 海 町
二 丁 目 4R1 201 中層耐火

４ 階 建 2LDK 17,500
～ 29,000 Ｈ４

■入居者の資格
●市内に住所または勤務場所があり、独立の生計を営んでいる方

●現在一緒に住んでいるか、または住もうとしている親族（事

実上婚姻関係と同様の事情にある方や婚約者を含む）がある方。

ただし、生年月日が昭和31年４月１日以前の方などは、単身で

のお申込みが可能です。

●世帯の収入が公営住宅法に定める収入基準に合う方

●現に住宅に困窮していることが明らかな方

●米子市税などに滞納がない方　●暴力団員でないこと。

■老人等優先入居

60歳以上の方、心身障がい者の方は、優先入居（応募者数が

複数の場合は公開抽選）の制度があります。それぞれ条件があ

りますので、くわしくは、お問い合わせください。

■申込受付期間　１日（金）～ 11日（月）　土・日を除く。

■申込受付場所　建築住宅課（本庁舎２階）、

　　　　　　　　淀江支所地域振興課（淀江支所１階）

■申込みに必要な書類　住宅申込書、所得に関する証明書、住

民票（世帯全員のもの。外国人の場合は、外国人登録法第４条

第１項の登録を受けていることを証明する書類）。その他、申

込理由により添付書類が必要となる場合があります。住宅申込

書などは建築住宅課、淀江支所地域振興課にあります。

■入居選考方法　15日（金）　公開抽選により選考します。

■入居可能予定日　９月１日（月）

次回の市営住宅入居者募集期間は９月１日～９日の予定です。

■問い合わせ　建築住宅課（☎２３－５２６３）

特定公共賃貸住宅（所在地：陰田町　3LDK　家賃月額
69,000円）の募集も行なっています。上記市営住宅に比べ
収入基準が高く、月収 20万円から 60万1,000円までの世帯
が対象となります。
また、店舗（所在地：東町　27.72㎡　家賃月額33,000円）
の募集も行なっております。
特定公共賃貸住宅・店舗についてのお問い合わせは、随時
受け付けています。

第２回「しゃべって未来や」
再チャレンジを考えるあなたへ

～第一印象は３秒で決まる～

▼講師　パーソナルスタイリスト　小
こ ぶ ち よ し こ

渕良子さん
子育て優先で過ごしてきたけど、そろそろ職場復帰
したい…。社会とのかかわりを持ちたい…。今より
もキャリアアップしたい…。

今回の「しゃべって未来や」は、実践もまじえて連続２回
講座。自分の魅力を引き出す立ち居振る舞いや、職場復帰
するために必要な心構えを講師にご指導いただきます。ご
参加をお待ちしています。
◆第１回　８月27日（水）
　実践「まずは姿勢から」と講演＆意見交換
◆第２回　９月３日（水）
　第 1 回の復習と実践「美しい歩き方」＆意見交換
※いずれも午後１時30分～３時30分

▼ところ　米子市男女共同参画センター「かぷりあ」
　第１会議室（米子駅前サティ４階）

▼募集人数　20人（原則２回とも参加できる方）
　（要予約、定員になり次第締切ります）
※託児…５人まで。託児の申込みは 22日（金）までです。

▼講座、託児の申込方法　電話、ＦＡＸ、Ｅメールのいず
れかでお申し込みください。
■申込・問い合わせ　男女共同参画推進課　
　☎２３－５４１９　FAX ３７－３１８４
　E メール　danjyo ＠ yonago-city.jp

ふるさと " 彩 " 発見　風景写真募集中
平成20年10月号から平成21年３月号のコンベンション
センターイベントガイドの表紙を飾る写真を募集していま
す。どなたでもご応募できます。

▼作品テーマ　鳥取県西部の風景写真
※プリント写真、デジタル画像でご応募ください。

▼賞・賞品内容　優秀作品（６点）…商品券１万円分、年
間大賞（年間を通じて１点）…商品券３万円分

▼応募期限　20日（水）まで
※郵送の場合、当日消印有効。
　Ｅメールの場合、20日（水）24時着分まで。
■応募・問い合わせ
米子コンベンションセンター　「ふるさと " 彩 " 発見」係
〒 683-0043　末広町 294
☎３５―８１１１　FAX　３９―０７００
Ｅメール　e_guide@bigship.or.jp



お子さんの予防接種
◆結核予防接種（BCG）◆

生まれ月ごとに毎月実施します。受けられな
かった場合は、次月以降に受けてください。
ところ　保健センター（「ふれあいの里」３階）
受　付　午後１時～２時
　　　　（接種は午後１時15分～）
※母子健康手帳、予診票をお持ちください。母
子健康手帳がないと受けられません。「予防接種
と子どもの健康」の冊子を読んできてください。
体温は接種場所で測ってください。

対 象 児 接 種 日

H20年４月24日～５月５日生 ８月 ５ 日（火）

H20年５月６日～５月27日生 ８月27日（水）

H20年５月28日～６月９日生 ９月 ９ 日（火）

生後３か月で接種します。生後６か月未満で接
種を受けていない方も受けてください。

◆ポリオ（小児まひ）予防接種◆
対　象　児 １回目 ２回目

H19年９月生 １ 回 目 の 接 種 を
受 け て い な い 方
は、 下 記 の 日 程
で １ 回 目、 ２ 回
目 を 受 け て く だ
さい。

９月10日（水）

H19年10月生 ９月24日（水）

H19年11月生 10月15日（水）

H19年12月生 ９月11日（木） 11月５日（水）

H20年１月生 ９月25日（木） 12月10日（水）

７歳６か月未満で接種を受けていない方も受
けてください。６週間以上の間隔をおいて２
回飲みます。間隔は６週間以上であれば、い
くら長くてもかまいません。

有

料

広

告

平成11～13年度の「血糖値が高い人のための教室」、平成12・13
年度の「糖尿病予防教室」、平成14～16年度の「健康フェステ
イバル」で簡易血糖検査を受けられた皆さまへ

　上記の教室・フェステイバルで実施した簡易血糖検査におきまして、微
量採血のための穿刺器具（針の周辺部分が使い捨てタイプでないもの）を
複数の方に使用していたことが確認されました。
　穿刺針はお一人ずつ交換し、さらに皮膚に接する部分については、その
都度消毒を行なっておりました。また、この器具の使用により肝炎ウイル
スが感染した事例は、国内では報告されていません。
　以上のことから、感染の可能性はきわめて低いと考えられますが、上記
の教室などに参加され簡易血糖検査をされました方には、念のために、肝
炎ウイルス検査を受けていただきますようご案内いたしております。
　検査をご希望される方は健康対策課にお問い合せください。
　皆様にはご心配をおかけいたしましたことを深くおわび申し上げます。

胃がん集団検診日程
月 日 ところ と き

８月18日(月)
大 高 公 民 館 午前７時30分～８時
県 公 民 館 午前９時～９時30分

８月19日(火)
春 日 公 民 館 午前７時30分～８時
巌 公 民 館 午前９時～10時

８月27日(水) 宇 田 川 分 館 午前８時～９時
８月28日(木) 大 和 分 館 午前８時～９時30分
８月29日(金) 米 子 市 淀 江 支 所 午前８時～９時30分
９月１日(月) 淀 江 公 民 館 午前８時～９時30分

９月10日(水)
富 益 公 民 館 午前７時30分～８時
夜 見 公 民 館 午前９時～９時30分

９月12日(金) 加 茂 公 民 館 午前８時30分～９時30分
■前日の午後９時以降は、絶食してください。
■必ず、受診票をご持参ください。

「おとなの健康診査」実施医療機関の追加
７月にお送りした、健康診査受診券に掲載してある実施医療機関のほか
に、新たに実施医療機関の追加がありましたのでお知らせします。

健診種別 実施医療機関名 連絡先（住所・電話番号）
特定健康診査・
後期高齢者の健診 車尾診療所 車尾 2-14-55・☎ 22-2548

大腸がん検診 車尾診療所 車尾 2-14-55・☎ 22-2548
上福原内科クリニック 上福原 578-6・☎ 32-7550

胃がん検診

上福原内科クリニック
　：胃透視（レントゲン検査） 上福原 578-6・☎ 32-7550

石川内科医院
　：胃透視（レントゲン検査）
　：内視鏡検査（胃カメラ）

義方町 14-5・☎ 22-6620

乳がん検診
新田外科胃腸科病院

　：マンモグラフィ同時実施
中島 2-1-46・☎ 33-1100
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月日 と こ ろ と き

８月21日
（木）
崎 津

友森運送前 午前９時30分～９時50分
橋本青果 午前10時～10時20分
崎津公民館 午前10時30分～11時
鳥取西部農協崎津支所 午前11時10分～11時30分
大崎２区集会所（崎津２区集会所） 午前11時40分～正午
矢倉正八郎氏宅前 午後１時10分～１時30分
崎津７区集会所 午後１時40分～２時

８月22日
（金）
富 益

富益下集会所 午前９時30分～10時
上部・石原電気（清氏宅）前 午前10時10分～10時30分
川上集会所入口 午前10時40分～11時
富益公民館 午前11時20分～11時40分
新田集会所 午後１時～１時20分
川上・デイサービス笑和前 午後１時30分～１時50分

８月25日
（月）
和 田

ユニサン（株）和田店駐車場 午前９時10分～９時30分
下和田・山陰日化工業（元谷村鉄骨） 午前９時50分～10時10分
下和田・吉田被服工業 午前10時20分～10時40分
和田公民館 午前11時～11時20分
森脇衣料品店 午前11時30分～11時50分
和田中央集会所 午後１時～１時20分
和田10区雇用促進住宅 午後１時30分～１時50分

８月26日
（火）
彦 名

彦名14区集会所 午前９時20分～９時40分
彦名７区公民館 午前９時50分～10時10分
大下たばこ会館 午前10時20分～10時40分
彦名公民館 午前10時50分～11時10分
流田公民館 午前11時20分～11時40分
彦名１区旧公民館 午後１時～１時20分
彦名２区公民館 午後１時40分～２時

月日 と こ ろ と き

９月３日
（水）
春 日

下新印・宇部コンクリート社宅跡地 午前９時10分～９時30分
赤井手公民館 午前９時50分～10時10分
豊田公民館 午前10時30分～10時50分
十日市公民館 午前11時～11時20分
一部公民館 午前11時30分～11時50分
水浜・宝善院駐車場 午後１時10分～１時30分
東八幡共同作業場 午後１時40分～２時
春日公民館 午後２時10分～２時30分

９月４日
（木）
巌

近畿薬品米子営業所 午前９時～９時40分
浦津公民館 午前９時50分～10時20分
巌公民館 午前10時30分～11時30分
上蚊屋公民館 午前11時40分～正午
熊党・繪原幸夫氏宅裏 午後１時20分～１時50分

９月８日
（月）
大 高

大神山神社境内 午前９時30分～10時10分
城園ハイツ集会所 午前10時30分～10時50分
石田公民館 午前11時10分～11時30分

巌
今在家公会堂 午後１時～１時30分
二本木共同作業場 午後１時50分～２時10分
箕公民館 午後２時30分～２時50分

９月９日
（火）
大 高

前田隣保館 午前９時30分～９時50分
大高公民館 午前10時～10時40分
岡成・船越商店前 午前11時～11時30分
上泉・林原勇雄氏宅前 午前11時40分～正午
下泉公民館 午後１時10分～１時30分
下郷集会所 午後１時50分～２時10分

◆対象者　市内にお住いの 40歳以上の方
◆内 容　胸部レントゲン検査（問診の結果により「たん」の
検査を受けることもできます）
◆料 金　レントゲン撮影は無料（「たん」の検査は、市民税課
税世帯の方は 900円、市民税非課税世帯の方・70歳以上の市民
税課税世帯の方は 300円、生活保護世帯の方は無料です。）
※くわしくは地区回覧をご覧ください。

■アスベスト（石綿）関連疾患の検診を実施しています。ア
スベスト健康被害に関し、不安があり検診を希望される方は、
結核・肺がん検診の問診の際にお申し出ください。

結核・肺がん検診日程

生活習慣病予防教室（第２回）

▼と き　26日（火）午後１時30分～３時
　　　　　（受付は午後１時～）

▼ところ　｢ ふれあいの里 ｣ １階大会議室

▼講 演　「肝炎ウイルスと肝臓がんの話
～生活の中での注意～」

▼講 師　鳥取大学医学部附属病院
　　　　　第ニ内科教授　村

むらわき

脇義
よしかず

和さん
※駐車場が大変混み合いますので、自家用
車でのご来場は、なるべくご遠慮ください。

歌って健康若がえり教室
ピアノ伴奏にあわせて、みんなで思いっきり歌
いましょう！　あんな歌、こんな歌 ．．．こころ
がますます元気にはずんできます。

▼と き　19日（火）午後１時30分～３時20分
　　　　　（受付は午後１時～）

▼ところ　「ふれあいの里」１階大会議室

▼歌の指導　村
むらおよしはる

尾義晴さん

▼参加費　100 円

▼申込・問い合わせ
　内

う ち だ

田久
く み こ

美子さん（３３－６４９１）

休日・夜間の急患診療
のお知らせ

お盆の間も米子市急患診療
所（☎３４－６２５３）で内科・
小児科の診療を、鳥取県西部
歯科保健センター（☎３３－
３８６４）で歯科の診療を行なっ
ていますので、ご利用くださ
い。診療時間などは、ごみ分
別収集カレンダー&健康ガイ
ドの裏面をご覧ください。



◆
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

　
「
こ
と
座
物
語
・
白
鳥
座
物
語
」

夏
休
み
中
の
平
日
は
午
前
11
時
、
午

後
２
時
、
３
時
、
４
時
、
土
・
日
・

祝
日
は
午
前
10
時
45
分
、11
時
45
分
、

午
後
２
時
、
３
時
、
４
時
の
投
影
で

す
。

幼
児
無
料
、
小
中
学
生
50
円
（
土
曜

日
は
無
料
）、
高
校
生
以
上
300
円

◆
天
体
観
測
会

　
「
夏
の
大
三
角
を
見
よ
う
」

23
日
㈯
午
後
７
時
45
分
～

対
象
・
ど
な
た
で
も
可
、
20
組
。
無

料
。
８
日
㈮
か
ら
電
話
受
付
。
雨
の

場
合
は
星
の
話
を
し
ま
す
。

◆
え
ほ
ん
と
わ
ら
べ
う
た

毎
週
水
曜
日
・
午
前
10
時
30
分
か
ら

は
０
～
１
歳
半
、
11
時
10
分
か
ら
は

１
歳
以
上
対
象

◆
夏
休
み
お
は
な
し
会

６
日
㈬
、
午
後
２
時
～
２
時
45
分
は

５
才
～
小
２
ま
で
、
午
後
３
時
～
４

時
は
、
小
３
以
上
～
大
人
対
象
。

◆
お
は
な
し
の
へ
や

（
共
催
・
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
火
曜
の
会
）

10
日
㈰
午
前
11
時
～
11
時
30
分
と
午

後
２
時
30
分
～
３
時
10
分
。
紙
芝
居

や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
。
幼
児

～
対
象

◆
だ
く
ち
る
お
は
な
し
会

23
日
㈯
午
後
２
時
15
分
～
３
時
・
絵

本
、
お
は
な
し
、
絵
本
、
手
あ
そ
び

な
ど
。
幼
児
～
大
人
対
象

◆
み
な
と
や
ま
プ
レ
ー
パ
ー
ク

（
協
力
・
み
な
と
や
ま
プ
レ
ー
パ
ー
ク
実
行
委
員
会
）

10
日
、
17
日
、
24
日
、
31
日
、
㈰
・

午
前
10
時
～
午
後
４
時
30
分
。
冒
険

遊
び
場
を
開
放
し
て
い
ま
す
（
屋

外
）。
対
象
・
幼
児
～
大
人
、
無
料

17
日
は
「
釘
た
て
大
会
」、
24
日
は

「
ベ
ー
ゴ
マ
大
会
」、
い
ず
れ
も
午
後

２
時
か
ら
。
参
加
自
由
、
無
料
。

◆
児
童
文
化
セ
ン
タ
ー
出
張
事
業

単
位
子
ど
も
会
な
ど
を
対
象
に
、
遊

べ
る
工
作
、昔
遊
び
や
わ
ら
べ
う
た
・

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
を
『
お
お

ぞ
ら
号
』
に
満
載
し
て

出
か
け
ま
す
。
対
象
・

子
ど
も
会
な
ど

●
開
館
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

●
電
話
受
付

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

●
今
月
の
休
館
日　

毎
週
火
曜
日

８
月
３
日
㈰
、
16
日
㈯
は
臨
時
休
館

●
開
館
日
は
、
申
請
が
あ
れ
ば
有
料

で
午
後
10
時
ま
で
利
用
可

◆
ダ
ン
ゴ
ム
シ
レ
ー
ス
大
会
２
０
０
８

31
日
㈰
ま
で
。
開
館
時
間
中
い
つ
で

も
参
加
で
き
ま
す
。
優
勝
・
上
位
入

賞
に
は
素
敵
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
。会
場
：

水
鳥
公
園
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

◆
夏
休
み
子
ど
も
自
然
講
座
「
世
界
で

ひ
と
つ
の
生
き
物
図
鑑
を
作
ろ
う
！
」

１
日
㈮
～
３
日
㈰
・
午
前
９
時
～
正

午
・
小
学
生
先
着
20
人
・
要
予
約
・

会
場
：
水
鳥
公
園
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン

タ
ー

◆
夏
休
み
お
も
し
ろ
自
然
講
座

９
日
㈯
「
紙
飛
行
機
で
鳥
の
飛
ぶ
仕

組
み
を
知
ろ
う
」・
16
日
㈯
「
メ
ダ

カ
の
秘
密
」・
30
日
㈯
「
米
子
水
鳥

公
園
と
私
」。
い
ず
れ
も
午
後
１
時

半
～
２
時
半
・
小
学
校
高
学
年
～
大

人
向
け
・
３
日
前
ま
で
に
電
話
申
込

み
。
定
員
50
人
・
会
場
：
水
鳥
公
園

ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

◆
夏
休
み
親
子
ふ
れ
あ
い
講
座

　
「
小
鳥
の
お
家
を
作
ろ
う
！
」

24
日
㈰
午
前
９
時
～
正
午
・
小
学
生

の
親
子
先
着
15
組
・
要
予
約
・
材
料

費
100
円
・
会
場
：
児
童
文
化
セ
ン
タ
ー

●
行
事
へ
の
ご
参
加
に
は
、
高
校
生

～
70
歳
未
満
の
方
は
入
館
料
300
円
が

必
要
で
す
。

●
開
館
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時
30
分

●
今
月
の
休
園
日　

毎
週
火
曜
日

◆
夏
休
み
こ
ど
も
科
学
体
験
教
室

▼
こ
ど
も
科
学
体
験
教
室

７
日
㈭
・
８
日
㈮
い
ず
れ
も
午
前
10

時
～
正
午
、
定
員
各
30
人
、
参
加
費

200
円
、
７
日
は
小
学
１
年
～
３
年
対

象
、
８
日
は
小
学
４
年
以
上
対
象

▼
と
び
だ
す
建
築

21
日
㈭
午
前
10
時
～
正
午
、
定
員
30

人
、
参
加
費
300
円
、
小
学
１
年
～
３

年
対
象

▼
フ
ラ
ド
ー
ム
地
球
儀

22
日
㈮
午
前
10
時
～
午
後
３
時
、
定

員
30
人
、
参
加
費
400
円
、
小
学
４
年

以
上
対
象
。

昼
食
は
各
自
で
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

い
ず
れ
の
教
室
も
事
前
申
込
み

が
必
要
で
す
。

◆
夏
休
み
こ
ど
も
映
画
祭

▼
５
日
㈫
「
11
ぴ
き
の
ね
こ
」　

▼
12
日
㈫
「
象
の
い
な
い
動
物
園
」

▼
19
日
㈫
「
11
ぴ
き
の
ね
こ
と
あ
ほ

う
ど
り
」

上
映
時
間
：
午
後
１
時
～
、
午
後
３

時
～
の
２
回
上
映

会
場
：
淀
江
文
化
セ
ン
タ
ー
、
チ

ケ
ッ
ト
前
売
300
円
（
当
日
400
円
）

※
チ
ケ
ッ
ト
は
、
市
役
所
文
化
課
、

淀
江
文
化
セ
ン
タ
ー
の
ほ
か
、
市
内

プ
レ
イ
ガ
イ
ド
な
ど
で
販
売
中
。

施設の催し

米
子
水
鳥
公
園

有

料

広

告

淀
江
文
化
セ
ン
タ
ー



◆
特
別
展
「
葉よ

う

祥し
ょ
う
め
い明

展

　

―
も
っ
と
好
き
に
な
る
た
め
に
―
」

会
期　

24
日
㈰ 
ま
で［
水
曜
日
休
館
］

開
館
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

［
金
曜
日
は
午
後
８
時
ま
で
］

観
覧
料　

一
般
900（
700
）円
、
高
校
・

大
学
生
600（
500
）円
、
小
・
中
学
生
300

（
200
）円　

※（ 

）内
は
15
人
以
上
の

団
体
、
70
歳
以
上
の
方
、
障
が
い
の

あ
る
方
（
介
護
者
１
人
含
む
）
の
料

金◆
葉
祥
明
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

17
日
㈰
午
後
２
時
～
、
参
加
は
無
料

で
す
が
入
館
料
が
必
要
で
す
。

◆
葉
祥
明
サ
イ
ン
会 

17
日
㈰
午
後
３
時
～

●
開
館
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

●
今
月
の
休
館
日　

毎
週
水
曜
日

◆
第
３
回　

ぐ
る
っ
と
３
館
め
ぐ
り

山
陰
歴
史
館
・
福
市
考
古
資
料
館
・

淀
江
歴
史
民
俗
資
料
館
の
３
館
を
バ

ス
で
め
ぐ
り
、
学
芸
員
が
館
内
展
示

物
を
紹
介
す
る
ほ
か
、
内
町
後
藤
家

と
宗
形
神
社
を
訪
問
し
ま
す
。

９
日
㈯
午
前
９
時
45
分
～
午
後
３
時

30
分
、
集
合
・
解
散
場
所
：
山
陰
歴

史
館
、参
加
費
1,000
円
（
小
学
生
500
円
、

未
就
学
児
無
料
）、
定
員
20
人

申
込
方
法
な
ど
く
わ
し
く
は
山
陰
歴

史
館
ま
で
。

◆
夏
休
み
特
別
企
画「
民
話
の
へ
や
」

（
共
催
：
ほ
う
き
民
話
の
会
）

ふ
る
さ
と
に
伝
わ
る
民
話
を
お
話
し

し
ま
す
。23
日
㈯
午
後
４
時
～
５
時
・

小
学
生
～
大
人
対
象

◆
学
術
講
演
会
「
大
山
寺
の
歴
史
」

地
蔵
信
仰
を
中
心
に
、
大
山
寺
が
祈

祷
の
寺
と
し
て
発
展
し
て
い
く
様
子

を
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

31
日
㈰
午
後
２
時
～
３
時
30
分
、
会

場
：
「
ふ
れ
あ
い
の
里
」
４
階
、
講

師
：
米
子
市
歴
史
館
運
営
委
員
長　

杉す
ぎ
も
と本
良よ

し
み巳
さ
ん
、
定
員
100
人
（
申
込

不
要
）、
参
加
費
300
円
（
資
料
代
）

◆
第
７
回　

歴
史
館
コ
ン
サ
ー
ト

歴
史
館
コ
ン
サ
ー
ト
１
周
年
記
念
、

グ
ル
ー
プ
「
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
」
に
よ

る
演
奏
会
。
９
月
26
日
㈮
午
後
７
時

～
８
時
30
分
・
参
加
費
500
円
（
コ
ー

ヒ
ー
、
お
菓
子
つ
き
）・
定
員
65
人
。

※
前
売
券
が
必
要
で
す
。
当
日
券
な

し
。 

前
売
券
は
８
日
か
ら
山
陰
歴

史
館
で
発
売
し
ま
す
。

●
開
館
時
間

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
６
時

●
今
月
の
休
館
日　

毎
週
火
曜
日

◆
企
画
展
「
道
具
で
た
ど
る
食
の
歴
史
」

調
理
具
・
食
器
か
ら
分
か
る
食
事
の

歴
史
を
紹
介
し
ま
す
。

▼
会
期　

31
日
㈰
ま
で

◆
体
験
学
習「
勾ま

が
た
ま玉
・
石
包
丁
づ
く
り
」

二
千
年
前
の
人
々
が
使
っ
た
勾
玉

（
首
飾
り
）や
石
包
丁（
米
の
収
穫
具
）

を
滑
石
を
使
っ
て
作
り
ま
す
。

毎
週
土
曜
日
（
10
時
～
正
午
、
２
時

～
４
時
）、
児
童
対
象
（
小
学
４
年
生

以
下
は
保
護
者
同
伴
）、
定
員
：
各
回

10
人
、
参
加
費
：
そ
れ
ぞ
れ
300
円
。

※
電
話
（
22
―
７
１
６
１
）
か
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
（
22
―
７
１
６
０
）
で
山
陰
歴

史
館
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
開
館
時
間

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

●
今
月
の
休
館
日　

毎
週
火
曜
日

９
月
１
日
㈪
は
臨
時
休
館

企
画
展
「
淀
江
写
真
風
土
記
」

昭
和
の
淀
江
の
ま
ち
な
み
を
中
心
と

し
た
写
真
を
紹
介
し
ま
す
。

会
期　

９
月
29
日
㈪
ま
で

●
開
館
時
間

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
６
時

●
今
月
の
休
館
日　

毎
週
火
曜
日

◆
つ
つ
じ
読
書
会

９
月
６
日
㈯
午
後
２
時
・
特
設
文
庫

室
・
天あ

ま
こ児　

慧
さ
と
し

著
（
講
談
社
）「
中
国

の
歴
史（
11
）巨
龍
の
胎
動
」〔
後
半
〕

有

料

広

告

◆
お
は
な
し
会

▼
７
日
・
21
日
・
28
日
㈭
（
協
力
：

ほ
し
の
ぎ
ん
か
）

▼
22
日
㈮
（
協
力
：
火
曜
の
会
）

午
前
10
時
40
分
～
11
時
30
分
・
親
子

読
書
コ
ー
ナ
ー
・
紙
芝
居
、
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
、
わ
ら
べ
う
た
、
パ
ネ

ル
シ
ア
タ
ー
な
ど

◆
古
文
書
研
究
会

30
日
㈯ 

午
後
１
時
30
分
・
大
会
議

室
・
講
師
…
南な

ん
ば波
睦む

つ
と人
さ
ん

◆
ビ
ジ
ネ
ス
支
援

▼
食
育
セ
ミ
ナ
ー
「
お
に
ぎ
り
マ
ン

『
コ
ロ
リ
ン
』
と
学
ぶ
親
子
し
ょ
く

い
く
教
室
」

５
日
㈫
午
後
２
時
～
３
時
・
対
象
：

小
学
生
以
下
の
お
子
さ
ん
と
保
護

者
・
大
会
議
室

▼
知
的
財
産
中
級
セ
ミ
ナ
ー　

24
日
㈰
午
後
２
時
～
４
時

▼
「
特
許
情
報
相
談
会
」

〔
要
事
前
申
込
〕
26
日
㈫
午
前
10
時

30
分
～
午
後
４
時
・
特
設
文
庫
室

▼
食
育
パ
ネ
ル
展

１
日
～
30
日
・
１
階
展
示
コ
ー
ナ
ー

●
開
館
時
間

　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

　
（
金
曜
日
は
午
後
８
時
ま
で
）

●
今
月
の
休
館
日

　

毎
週
月
曜
日
、
31
日



新米子の文化財
向
むこう

山
や ま

古墳群　　国指定史跡
　淀江町福岡に所在する、古墳時代の終り頃（５世紀末から６世紀
末頃）に築かれた山陰を代表する古墳群です。平成７年に伯耆古代
の丘公園として園路や解説板が整備されています。
　通称「向山」と「瓶

かめ や ま

山」という小高い２つの丘陵周辺に 16基が分
布するもので、半数以上にあたる９基が前方後円墳で地域の有力者
の墓です。更に前方後円墳のおよそ半数は全長50mを超えるもので、
この時期、汗入地域を治めていた豪族の墓と考えられます。
　出土品から造られた時代がほぼ想定され、主な古墳では向山４号

墳（64m）→長
ちょうじゃ

者ヶ
が

平
な る

古墳（48m）→石
いし う ま だ に

馬谷古墳（61m）→岩
い わ や

屋古墳（52m）と、
代々の首長が葬られたものと考えられます。
　重要文化財「石馬」が石馬谷古墳から出土したと伝えられるほか、長者ヶ
平古墳からは金銅製の冠

かんむり

や太
た ち

刀飾り、岩屋古墳からは武人や水鳥の埴輪が
出土しており、この地の豪族の権力をうかがい知ることができます。
　これらの出土品は一部を除いて淀江歴史民俗資料館で収蔵・展示されて
います。
●所在地…米子市巡回バス（どんぐりコロコロバス）「民俗資料館前」下車すぐ

■問い合わせ　文化課（☎２３－５４３７）

■編集発行／米子市企画部秘書広報課／〒 683-8686 米子市加茂町１－１／☎２３－５３７２
　Ｅメール kouhou@yonago-city.jp　■毎月１日発行　■印刷／有限会社岡本美術印刷

　皆さんは、夏の夜に街灯の下など明るい場所で、手のひらほどもある大きな白いガを見たことはありませんか。これら

のほとんどは、オオミズアオというガです。ところがもう一種類、これと大変よく似たオナガミズアオというガがいます。

2007年８月５日に、米子水鳥公園でオオミズアオのようなガが見つかりました。第一発見者の職員Ｙ氏は、「オオミズア

オとオナガミズアオってどこが違うんですか？」と私に尋ねました。そこで私は、Ｙ氏にそのガの発見場所を案内しても

らい、現地でそのガを観察しました。

　ガの図鑑を片手にくわしく観察した結果、私はこのガはオナガミズアオで

はないかと思いました。しかし、オオミズアオと大変よく似ている種類であ

ることと、私自身オナガミズアオを見たことが無かったので、自信がありま

せんでした。

　そこで、昆虫にくわしい知人数名に画像を送って意見を聞いたところ、皆

さんからオナガミズアオだろうという返答をいただきました。そして、鳥取

県では記録が少ない、珍しいガであることが分かりました。

　その後、園内をくわしく探したところ、他にも複数のオナガミズアオを

確認し、その中の１匹のメスに卵を産ませて飼育しました。その結果、卵から成虫までの成長過程をくわしく観察でき、

2007年９月～ 10月に18 匹、2008年５月に 1 匹の合計19匹の美しい成虫が羽化しました。幼虫は８cm もある大きなイ

モムシで、とてもたくさんの葉っぱを食べるので世話が大変でしたが、私の貴重な自由研究となりました。

皆さんも、身近にいる生き物を題材に自由研究をしてみてはいかがですか。
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米子市の人口と世帯数　平成20年７月1日現在（住民基本台帳登録者数と外国人登録者数の合計）　　※（　）内は前月比

人口 150,420人 ( －30人)　男性 71,424人 ( －58人)　女性 78,996人 ( ＋28人)　世帯数 61,913世帯 ( －32世帯)

水鳥公園からのたより

オナガミズアオ
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